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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　平板状の仕切壁と、
　前記仕切壁の端部に、前記仕切壁の厚さ方向に延在して設けられた第１の側壁及び第２
の側壁と、
　前記第１の側壁及び前記第２の側壁のそれぞれに設けられた複数の冷却口と、
　前記仕切壁に設けられた複数の冷却路と、を有し、
　前記第１の側壁及び前記第２の側壁は対向して配置され、
　前記冷却路のそれぞれは、前記第１の側壁に設けられた前記冷却口の１つと、前記第２
の側壁に設けられた前記冷却口の１つを結んでいる、ラミネート型電池の収納部材。
【請求項２】
　前記仕切壁の端部に、前記仕切壁の厚さ方向に延在する第３の側壁を更に有する、請求
項１に記載の収納部材。
【請求項３】
　前記第１の側壁及び第２の側壁が、前記仕切壁の前記厚さ方向に沿って両方向に延在す
る、請求項１に記載の収納部材。
【請求項４】
　前記第１の側壁、前記第２の側壁及び前記第３の側壁が、前記仕切壁の前記厚さ方向に
沿って両方向に延在して設けられている、請求項２に記載の収納部材。
【請求項５】
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　前記第１の側壁及び前記第２の側壁の、前記仕切壁の前記厚さ方向に沿って一方の方向
に位置する部分同士の間隔が、前記仕切壁の前記厚さ方向に沿って他方の方向に位置する
部分同士の間隔よりも狭い、請求項３または４に記載の収納部材。
【請求項６】
　前記仕切壁が矩形波形状に形成され、前記矩形波形状の凹部に前記冷却路が設けられて
いる、請求項１から５のいずれか１項に記載の収納部材。
【請求項７】
　前記第１の側壁及び前記第２の側壁には各々２つの切欠きスリットが形成されている、
請求項１から６のいずれか１項に記載の収納部材。
【請求項８】
　前記第１の側壁及び前記第２の側壁には係合爪と係合穴とが形成されている、請求項１
から７のいずれか１項に記載の収納部材。
【請求項９】
　前記第１の側壁又は前記第２の側壁に少なくとも１つの突起を有する、請求項１から８
のいずれか１項に記載の収納部材。
【請求項１０】
　前記仕切壁から厚さ方向に突出した第１の保持部と第２の保持部とを有し、
　前記第２の保持部は、前記第１の保持部と逆方向に突出している、請求項１から９のい
ずれか１項に記載の収納部材。
【請求項１１】
　前記収納部材は樹脂製である、請求項１から１０のいずれか１項に記載の収納部材。
【請求項１２】
　請求項１から１１までのいずれか１項に記載の収納部材が積層している、収納ケース。
【請求項１３】
　請求項８に記載の収納部材が積層され、前記積層された収納部材の各々の前記係合爪が
、隣接する前記積層された収納部材の前記係合穴に係合している、収納ケース。
【請求項１４】
　請求項５に記載の収納部材が積層され、前記積層された収納部材の各々の前記第１の側
壁及び第２の側壁の、前記仕切壁の前記厚さ方向に沿って一方の方向に位置する部分が、
隣接する前記積層された収納部材の、前記仕切壁の前記厚さ方向に沿って他方の方向に位
置する部分同士の間に差し込まれている、収納ケース。
【請求項１５】
　請求項１から１１のいずれか１項に記載の収納部材が積層され、
前記積層された収納部材にラミネート型電池が収納されている、組電池。
【請求項１６】
　請求項１から１１のいずれか１項に記載の収納部材が積層され、
　前記積層された収納部材にラミネート型電池が収納され、
　前記収納部材の前記第１の側壁と前記第２の側壁との間隔は、前記ラミネート型電池の
幅よりも狭い、組電池。
【請求項１７】
　請求項７に記載の収納部材が積層され、
　前記積層された収納部材にラミネート型電池が収納され、
　前記積層された収納部材の各々は、前記２つの切欠きスリットの間の前記第１の側壁及
び前記第２の側壁を撓ませて前記ラミネート型電池を保持する、組電池。
【請求項１８】
　請求項１０に記載の収納部材が積層され、
　前記積層された収納部材にラミネート型電池が収納され、
　前記積層された収納部材の各々の第１の保持部と、隣接する前記積層された収納部材の
第２の保持部とが対向し、前記ラミネート型電池の周縁部を相互に押圧して保持する、組
電池。
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【請求項１９】
　請求項１５から１８までのいずれか１項に記載の組電池が、更に筐体にて保持されてな
る、組電池。
【請求項２０】
　請求項９に記載の収納部材が積層され、
　前記積層された収納部材と、前記積層された収納部材に収納されたラミネート型電池と
が、前記突起が嵌る凹部が形成された壁面を有する筐体に保持される、組電池。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電池やキャパシタに代表される、電気デバイス要素を外装フィルムに収容し
たラミネート型電池を収納する収納ケース、この収納ケースを構成する収納部材および組
電池に関する。
【背景技術】
【０００２】
　携帯電話、ノートパソコンなどの携帯型情報通信機器や、ビデオカメラやカード型電卓
などのその携帯性を重視する小型電子機器に用いられる電池には益々軽量であり、かつ薄
型であることが求められている。また、国際的な地球環境の保護のための省資源化や省エ
ネルギ化の要請が高まってきている。また、モータ駆動用のバッテリを搭載する電気自動
車やハイブリッド電気自動車（以下、単に「電気自動車等」ともいう）の開発が急速に進
められつつある。電気自動車等に搭載される電池にも、操舵特性、航続距離を向上させる
ため、当然ながら、軽量、薄型化が求められている。
【０００３】
　近年、電池を軽量かつ薄型とするため、その外装体にアルミニウムなどの金属層と熱溶
着性の樹脂層とを接着剤層を介して重ね合わせて薄いシートとなしたラミネート材を用い
た電池が開発されている。ラミネート材は、一般に、アルミニウム等の薄い金属層の両表
面を薄い樹脂層で被覆した構造をなしており、酸やアルカリに強く、かつ軽量で柔軟な性
質を有する。
【０００４】
　一方、電池を電源とする場合、単電池の定格電圧から必要とする電圧を得るため電極端
子を直列に接続した、あるいは必要とする電流容量を得るため電極端子を並列に接続した
組電池が用いられる。
【０００５】
　組電池は、各電池同士のケースを固定しあい複数の電池をまとめたかたちで用いる場合
が多い。しかし組電池自体の小型化を図るため、各電池の間隔はできるだけ狭められたも
のとなり、各電池間に十分な冷却路を設けることが一般に困難となる。
【０００６】
　しかしながら、各電池に冷却バラツキを生じると組電池としての寿命は著しく低下して
しまうため、特に各電池における冷却のバラツキをなくすことが要求される。
【０００７】
　そこで、できるだけ各電池間における冷却のバラツキを少なくするため、電池と電池の
間に放熱部材を挟み込む構成が用いられており、放熱部材と共にハニカム形状（六角柱中
空）の金属板を各電池間に配置した組電池（例えば、特許文献１参照）や、二次電池の側
面に密着した波状、矩形状、三角形状の冷却スペーサを有する組電池システムが提案され
ている（例えば、特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開平７－１２２２５２号公報
【特許文献２】特開平１０－１１２３０１号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　缶あるいは樹脂製のケースに電池要素を収納した構造の電池の場合、各電池同士のケー
スを固定しあうことができるため、組電池を構成するのは比較的容易である。一方、フィ
ルム外装電気デバイス、例えば、外装が柔軟なフィルム状のラミネート型電池の場合、電
池自身の外装を固定用に用いることが困難である。
【００１０】
　このため、ラミネート型電池同士で固定しあうのではなく、組電池用の筐体に収納し、
筐体の内壁に固定して組電池化する構成が多く採用されている。しかしながら、このよう
な構成は、組電池を筐体に収納する際の作業が煩雑となり、作業性が悪くなってしまう場
合があった。これに加えて、このような構成に、別途、放熱部材を電池間に挟み込んだ構
成は、さらに作業性を低下させてしまう。
【００１１】
　そこで、本発明は、複数のラミネート型電池を利用する場合における、良好な冷却特性
の確保、および取り扱い性の向上が可能な収納部材、収納ケースおよび組電池を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明のラミネート型電池の収納部材は、平板状の仕切壁と、仕切壁の端部に、仕切壁
の板厚方向に延在して設けられた第１の側壁及び第２の側壁と、第１の側壁及び第２の側
壁のそれぞれに設けられた複数の冷却口と、仕切壁に設けられた複数の冷却路と、を有す
る。そして、第１の側壁及び第２の側壁は対向して配置されている。また、冷却路のそれ
ぞれは、第１の側壁に設けられた冷却口の１つと、第２の側壁に設けられた冷却口の１つ
を結んでいる。
【００１３】
　本発明の収納部材は、冷却路が予め形成されているため、別途冷却用の部材を用意する
必要がなく、よって組電池化が容易であり、さらには、いずれのラミネート型電池にも同
じ条件で冷却風を供給することが可能となる。
【００１４】
　また、本発明の収納部材は、柔軟な外装フィルムのみで保護されている発電要素の損傷
を防止することができる。このため、本発明の収納部材によれば、ラミネート型電池の損
傷を気にすることがないので取り扱い性が向上する。
【００１５】
　また、本発明の収納部材は、複数の冷却路が矩形波形状に形成されているものであって
もよいし、さらには、樹脂製であり、一体的に形成されていてもよい。
【００１６】
　また、本発明の収納部材は、第１の側壁および第２の側壁に、切欠きスリットで区切ら
れた領域が形成されているものであってもよい。
【００１７】
　また、本発明の収納部材は、第１および第２の側壁に、他の収納部材を積層した際に他
の収納部材と係合させるための係合爪と、係合爪が係合する係合穴とが形成されているも
のであってもよい。
【００１８】
　また、本発明の収納部材は、第１の側壁又は第２の側壁に少なくとも１つの突起を有す
るものであってもよい。
【００１９】
　本発明の収納ケースは、ラミネート型電池を収納する収納ケースにおいて、積層された
同一形状の、本発明の収納部材の間に形成される収納部にラミネート型電池を収納するこ
とを特徴とする。
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【００２０】
　本発明の収納ケースは、収納部材の第１の側壁および第２の側壁に、切欠きスリットで
区切られた領域が形成されている収納部材を用いることができる。この場合、接合部が折
り曲げられた状態で収納部内に収納されたラミネート型電池は第１の側壁および第２の側
壁を押圧する。第１の側壁の切欠きスリットで区切られた領域はこの押圧力に対する反力
をラミネート型電池にかけることとなり、これによりラミネート型電池を固定保持するこ
とができる。
【００２１】
　本発明の収納ケースは、第１の側壁および第２の側壁に、他の収納部材を積層した際に
他の収納部材と係合させるための係合爪と、係合爪が係合する係合穴とが形成されている
収納部材を用いることができる。この場合、本発明の収納ケースは、収納部材同士を容易
に固定しあうことができるため、特に、収納ケースを多層化した場合など、まとめて取り
扱うことができるといった面で取り扱い性を向上させることができる。
【００２２】
　本発明によれば、複数のラミネート型電池を利用する場合においても良好な冷却特性の
確保でき、また、その取り扱い性も向上させることができる。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明によれば、複数のラミネート型電池を利用する場合においても良好な冷却特性を
確保でき、また、その取り扱い性も向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明におけるラミネート型電池単体の一例の一部破断外観斜視図である。
【図２Ａ】本発明の収納部材の一実施形態の収納ケースの平面図である。
【図２Ｂ】本発明の収納部材の一実施形態の収納ケースの側面図である。
【図２Ｃ】収納ケースを図２Ａに示す矢印Ｂ方向にみた図である。
【図３Ａ】収納部材を２段に積層して構成した収納ケースの一部断面図であり、図２Ｂと
同方向から見た図である。
【図３Ｂ】収納部材を２段に積層して構成した収納ケースの側断面図であり、図２Ｃと同
方向から見た図である。
【図４】収納ケース内のラミネート型電池の収納状態を示す図である。
【図５】保持部によるラミネート型電池の固定保持状態を示す、ラミネート型電池を収納
した収納ケースの一部拡大断面図である。
【図６】組電池筐体のケース保持部の凹部と短側壁に形成された突起との嵌合部分の一部
拡大図である。
【図７】壁側保持部を有する収納ケースの側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　次に、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
【００２６】
　図１に本実施形態のラミネート型電池の模式的な一部破断斜視図を示す。
【００２７】
　本実施形態のラミネート型電池１は、正極側活電極、負極側活電極、および電解液を有
する発電要素１１と、アルミニウムなどの金属フィルムと熱融着性の樹脂フィルムとを重
ね合わせて形成したラミネートフィルム９を熱融着部９ａの４辺で熱融着して密封した構
造を有している。すなわち、ラミネート型電池１は、ラミネートフィルム９の熱融着性の
樹脂フィルムを内側にして発電要素１１を包囲し、周縁の接合部である熱融着部９ａが熱
融着されることで発電要素１１および電解液がラミネートフィルム９内に封入された構造
となっている。
【００２８】



(6) JP 5444379 B2 2014.3.19

10

20

30

40

50

　ラミネート型電池１の発電要素１１は、不図示のセパレータを介して積層された正極側
活電極と負極側活電極とからなる積層型であってもよい。あるいは、ラミネート型電池１
の発電要素１１は、帯状の正極側活電極と負極側活電極とをセパレータを介して重ねこれ
を捲回した後、扁平状に圧縮することによって正極側活電極と負極側活電極とが交合に積
層された構造の捲回型であってもよい。
【００２９】
　また、発電要素１１としては、正極、負極および電解質を含むものであれば、通常の電
池に用いられる任意の発電要素１１が適用可能である。一般的なリチウムイオン二次電池
における発電要素１１は、リチウム・マンガン複合酸化物、コバルト酸リチウム等の正極
活物質をアルミニウム箔などの両面に塗布した正極板と、リチウムをドープ・脱ドープ可
能な炭素材料を銅箔などの両面に塗布した負極板とを、セパレータを介して対向させ、そ
れにリチウム塩を含む電解液を含浸させて形成される。発電要素１１としては、この他に
、ニッケル水素電池、ニッケルカドミウム電池、リチウムメタル一次電池あるいは二次電
池、リチウムポリマー電池等、他の種類の化学電池の発電要素１１が挙げられる。さらに
、本発明は、電気二重層キャパシタなどのキャパシタや電解コンデンサなどに例示される
キャパシタ要素を外装フィルムで封止した電気デバイスにも適用可能である。
【００３０】
　ラミネート型電池１の短手方向の熱融着部９ａからは、発電要素１１に接続された正極
側端子４と負極側端子５とがそれぞれ対向して延出部１２から延出している。正極側端子
４としてはアルミニウムが多く用いられ、また、負極側端子５としては銅またはニッケル
がその電気的特性により多く用いられている。
【００３１】
　図２に本実施形態の収納ケースを構成する収納部材の三面図を示す。図２Ａは本実施形
態の収納ケースの平面図であり、図２Ｂは側面図であり、図２ＣはＢ線矢視図である。図
３は、本実施形態の収納部材を２段に積層して形成された収納ケースを示す図であり、図
３Ａは、図２Ｂと同方向から見た図であり、図３Ｂは図２Ｃと同方向から見た側断面図で
ある。図４は２段に積層された収納部材により形成された収納ケース内に熱融着部を折り
曲げて収納されたラミネート型電池の収納状態を示す図である。図５は、図３Ａの一部拡
大図である。
【００３２】
　本実施形態の収納部材２０は、一体成形されたＰＰ（ポリプロピレン）等の樹脂製であ
り、同一形状の収納部材２０を積層することで形成される収納部２１にラミネート型電池
１を収納することが可能な収納ケース２００を構成するものである。
【００３３】
　この収納部材２０は、受け壁３２およびこの受け壁３２に段差３１で接続された差込壁
３３からなる対向する２枚の長側壁３０と、各長側壁３０を繋ぎ、長側壁３０に略直交し
、かつ対向する２枚の短側壁４０とで構成される略矩形形状の枠６０を有する。収納部材
２０は、さらに、短側壁４０の中央高さ、すなわち、短側壁４０を高さ方向に略二等分す
る高さにて枠６０内を枠高さの方向に分割し、ラミネート型電池１を収納する領域（後述
する受け壁側収納部２１ａおよび差込壁側収納部２１ｂ）を形成する仕切壁５０を有する
。
【００３４】
　収納部材２０は、上述したように枠６０を短側壁４０の中央高さにて仕切壁５０により
分割することで受け壁側収納部２１ａおよび差込壁側収納部２１ｂが形成されている。こ
れら受け壁側収納部２１ａおよび差込壁側収納部２１ｂは、収納部材２０を積層すること
によりラミネート型電池１を収納する収納部２１を構成する。すなわち、図３に示す収納
部材２０ｂ上に収納部材２０ａを積層して構成された収納ケース２００を参照すると、収
納部２１は収納部材２０ｂの受け壁側収納部２１ａと、収納部材２０ａの差込壁側収納部
２１ｂとにより構成されている。
【００３５】
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　長側壁３０は、上述したように受け壁３２と、この受け壁３２に段差３１で繋がる差込
壁３３とを有する。収納部材２０は、図３Ａ、図３Ｂに示すように積層して用いられるが
、この際、長側壁３０の受け壁３２に対して差込壁３３を差し込むことで収納部材２０が
積層される。このため、対向する２枚の長側壁３０の差込壁３３の間隔は、受け壁３２の
間隔よりも狭く形成されている。すなわち、差込壁３３の外壁の間隔は、受け壁３２の内
壁の間隔よりも狭く、かつ、差込時にガタを生じない程度となっている。
【００３６】
　長側壁３０における、対向する受け壁３２同士の間隔は、ラミネート型電池１の熱融着
部９ａを含むラミネート型電池１の幅よりも狭くなるように形成している。このため、収
納部２１内にラミネート型電池１を収納するに際して熱融着部９ａは図４に示すように折
り曲げられる。このように収納部材２０は、この熱融着部９ａの折り曲げ分だけ省スペー
ス化を図ることができるものとなっている。
【００３７】
　また、収納部材２０は、積層された状態で互いに固定しあうため、差込壁３３には係合
爪３４が形成されており、受け壁３２には積層された収納部材２０の係合爪３４を係合さ
せるための係合穴３５が形成されている。図３Ｂを参照すると、収納部材２０ａの差込壁
３３の係合爪３４が、収納部材２０ｂの受け壁３２の係合穴３５に係合することで収納部
材２０ａと収納部材２０ｂの両者は互いに固定しあっている。
【００３８】
　短側壁４０は、図５に示すように、正極側端子４および負極側端子５（負極側端子５に
ついては図示せず）を延出させるための切欠４１が、上下辺に形成されている。また、各
切欠４１の両側には、収納部材２０が積層された際に積層方向の位置決めをする位置決め
部４２が形成されている。すなわち、収納部材２０を積層させると、短側壁４０の上下辺
のいずれか一方の位置決め部４２が、積層される相手側の短側壁４０の他方の位置決め部
４２に当接することで積層方向に位置決めされる。図３Ｂを参照すると、収納部材２０ｂ
の上辺側の位置決め部４２に収納部材２０ａの下辺側の位置決め部４２が当接することで
積層方向の位置決めがなされている。
【００３９】
　また、枠６０の４つの角部付近であって短側壁４０の外周面には、それぞれ突起４３が
設けられている。図６に示すように、組電池筐体１００の壁面に対向して形成されたケー
ス保持部１０１間に収納部材２０を収納する際、突起４３がケース保持部１０１の壁面に
形成された凹部１０２に嵌ることでケース保持部１０１間に収納部材２０が位置決め固定
される。なお、組電池筐体１００は複数の収納部材２０を用いて組電池を形成する際にこ
れら複数の収納部材２０を収納する筐体であり、図６に示す組電池筐体１００は、その一
部を示したものである。また、本実施形態では突起４３は短側壁４０の角部付近に４つ形
成されたものを例に示しているが、本発明はこれに限定されるものではなく、突起４３は
長側壁３０に形成されているものであってもよいし、その個数も少なくとも１つとするも
のであってもよい。
【００４０】
　仕切壁５０は、短側壁４０に略平行に形成された矩形波形状の冷却路５１と、ラミネー
ト型電池１の正極側端子４および負極側端子５が延出している延出部１２をその弾性によ
り保持する保持部５２とを有する。
【００４１】
　冷却路５１は、ラミネート型電池１を冷却するための冷却風を短側壁４０に平行に流す
ために形成されたものである。この冷却路５１は、受け壁側収納部２１ａ側に出張ってい
る第１の冷却路壁５１ａと、差込壁側収納部２１ｂ側に出張っている第２の冷却路壁５１
ｂと、これら冷却路壁５１ａ、５１ｂを接続する冷却路側壁５１ｃとを有する。冷却路５
１内は、長側壁３０に形成されている冷却路開口５１ｄを通過して導入され、あるいは排
出される冷却風が流れる。また、これら複数の冷却路５１は長側壁３０方向に並列されて
いる。このような構成であるため、長側壁３０には千鳥配列の冷却路開口５１ｄが形成さ
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れていることになる。
【００４２】
　並列された複数の冷却路５１の各第１の冷却路壁５１ａおよび各第２の冷却路壁５１ｂ
は、ラミネート型電池１の発電要素１１が封入されている領域の面１１ａにてラミネート
型電池１を支持する（図４参照）。また、これら各第１の冷却路壁５１ａおよび各第２の
冷却路壁５１ｂはそれぞれ高さが均一であるため、均等な面圧力にてラミネート型電池１
を支持することが可能である。
【００４３】
　保持部５２は、仕切壁５０の一体的に形成された片持ち梁構造の部材である。この保持
部５２は、仕切壁５０の一部を支点５２ａとし、ラミネート型電池１の延出部１２に当接
させる挟持部５２ｂと、支点５２ａおよび挟持部５２ｂを繋ぐ屈曲部５２ｃとを有する。
【００４４】
　保持部５２は、図３Ｂに示すように、本実施形態の場合、受け壁側収納部２１ａ側に出
張っている保持部５２’と、差込壁側収納部２１ｂ側に出張っており、保持部５２’の両
側に配置された保持部５２”と、を有する。
【００４５】
　この保持部５２は、延出部１２の中央部分を保持部５２’により差込壁側収納部２１ｂ
側方向へと押し付け、また、これに対して保持部５２”により延出部１２の両側部分を受
け壁側収納部２１ａ側方向へと押し付ける。すなわち、保持部５２は、保持部５２’と保
持部５２”とにより、延出部１２を挟持することでラミネート型電池１を収納部２１内で
固定保持する。なお、保持部５２’と保持部５２”はラミネート型電池１の熱融着部９ａ
の角部を挟み込むことなくラミネート型電池１を固定する。これは、熱融着部９ａの角部
は破損しやすいため、角部を避けて熱融着部９ａを挟むようにしたものである。
【００４６】
　なお、ラミネート型電池１を収納部２１内で固定保持するには、保持部５２により固定
保持する方法だけでなく、図７に示すように長側壁３０に２本の切欠き形状のスリット３
６を形成しておき、この２本のスリット３６で区切られた領域、すなわち、スリット３６
間の壁側保持部３７を撓ませてラミネート型電池１を固定保持するものであってもよい。
この壁側保持部３７の設けられる位置および寸法は、収納部２１内に収納された状態のラ
ミネート型電池１の発電要素１１に対応させるのが好ましい。ラミネート型電池１を収納
部２１に収納すると発電要素１１の部分および折り曲げられた状態にある熱融着部９ａは
、壁側保持部３７を押し広げようとする。すなわち、壁側保持部３７は、ラミネート型電
池１が壁側保持部３７を押し広げようとする力に対する反力を用いてラミネート型電池１
を固定保持することとなる。なお、収納部材２０は保持部５２および壁側保持部３７の双
方を備えた構成としてもよい。
【００４７】
　このように、本発明は、保持部５２、あるいは壁側保持部３７によって、ラミネート型
電池１を収納部２１内にて固定保持するので、ラミネート型電池１が収納部２１内で動い
てしまい収納部材２０自身がラミネート型電池１を損傷してしまうといったこともない。
【００４８】
　以上、収納部材２０を積層して構成される本実施形態の収納ケース２００は、特に、ラ
ミネート型電池を組電池化する場合において、ラミネート型電池の取り扱い性を向上させ
ることができるとともに、良好な冷却特性も確保することができる。
【００４９】
　すなわち、本実施形態の収納ケース２００は、個々のラミネート型電池１を収納ケース
２００内に収納された状態で取り扱うことが可能であるため、電池の取り扱い性を向上さ
せることができる。従来、ラミネート型電池の発電要素は柔軟なラミネートシートのみで
保護され、また、電極端子においてはそのまま剥き出しの状態であったため、これらを損
傷させないためにも取り扱いに十分な注意を払う必要があった。しかしながら、本実施形
態の収納ケース２００は、ラミネート型電池１の発電要素１１を被覆した構成であり、ま
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た、正極側端子４および負極側端子５のいずれをもほぼ被覆し、さらにラミネート型電池
１は保持部５２によって収納部２１内にしっかりと固定保持されているため、損傷を気に
することなくラミネート型電池１を取り扱うことができる。
【００５０】
　また、収納ケース２００は、同一形状の収納部材２０に冷却路５１が予め形成されてい
ることにより別途冷却用の部材を用意する必要がないので組電池を構成するのが容易であ
り、さらには、いずれのラミネート型電池１にも同じ条件で冷却風を供給することが可能
となる。
【００５１】
　また、収納ケース２００は、本実施形態では２段に積層した例のみを示したが、収納ケ
ース２００を構成するための収納部材２０はいずれも同一形状であるため、必要に応じて
その積層量を容易に増減させることができるので組電池を構成するのが極めて容易になる
。また、収納部材２０はいずれも同一形状であることより製造コストも低減させることが
できる。
【００５２】
　また、本実施形態の収納ケース２００は、熱融着部９ａを折り曲げてラミネート型電池
１を収納するので、その分、小型化することができる。
【００５３】
　また、本実施形態の収納ケース２００は確実かつ容易に固定することができる。すなわ
ち、収納ケース２００を構成する収納部材２０同士は、係合爪３４と係合穴３５とにより
確実かつ容易に互いを固定しあうことができるため、特に、収納ケースを多層化した場合
など、まとめて取り扱うことができるといった面で取り扱い性を向上させることができる
。また、収納ケース２００は、このようにして構成された収納ケース２００を組電池筐体
１００に固定する場合も、枠６０に形成された突起４３にケース保持部１０１の凹部１０
２を嵌めることで容易に位置決め固定がなされる。
【００５４】
　なお、本発明の収納部材２０は、収納部材２０を積層した収納ケース２００としての使
用だけでなく、収納部材２０と、不図示の板材や、筐体の壁面とでラミネート型電池１を
挟持するといった使用も可能である。
【００５５】
　また、本発明の収納部材２０は、一の収納部材２０の受け壁側収納部２１ａに他の収納
部材２０の差込壁側収納部２１ｂを差し込んで収納ケース２００を構成するだけでなく、
枠６０同士をつき合わせて積層して収納ケースを構成するものであってもよい。
【符号の説明】
【００５６】
　１　　ラミネート型電池
　４　　正極側端子
　５　　負極側端子
　９　　ラミネートフィルム
　９ａ　　熱融着部
　１１　　発電要素
　１１ａ　　面
　１２　　延出部
　２０、２０ａ、２０ｂ　　収納部材
　２１　　収納部
　２１ａ　　受け壁側収納部
　２１ｂ　　差込壁側収納部
　３０　　長側壁
　３１　　段差
　３２　　受け壁
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　３３　　差込壁
　３４　　係合爪
　３５　　係合穴
　３６　　スリット
　３７　　壁側保持部
　４０　　短側壁
　４１　　切欠
　４２　　位置決め部
　４３　　突起
　５０　　仕切壁
　５１　　冷却路
　５１ａ　　第１の冷却路壁
　５１ｂ　　第２の冷却路壁
　５１ｃ　　冷却路側壁
　５１ｄ　　冷却路開口
　５１ｅ　　冷却風導入口
　５２、５２’、５２”　　保持部
　５２ａ　　支点
　５２ｂ　　挟持部
　５２ｃ　　屈曲部
　６０　　枠
　１００　　組電池筐体
　１０１　　ケース保持部
　１０２　　凹部
　２００　　収納ケース
【図１】 【図２Ａ】
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【図３Ａ】
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【図５】
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